





































































































































































































































































































1 自然環境 30．9 18．0
2 農業・工業・商業 23．6 22．6
3 観光 25．5 172
4 政治 ⑤41．8 15．5
5 行政 ②60．0 20．1
6 教育 27．3 ④23．8
7 医療 34．5 ②3LO
8 福祉 32．7 ④23．8
9 災害 38．2 ①322
10行事・催物 ③52．7 18．8
11 文化・歴史 30．9 14．2
12スポーツ・レジャー 34．5 17．2
13交通・通信 21．8 15．1








1 自然環境 18．2 10．9
2 農業・工業・商業 7．3 17β
3 観光 18．2 15．9
4 政治 14．5 12．1
5 行政 ②41β ③222
6 教育 164 18．8
7 医療 29．1 ①25．5
8 福祉 ③40．0 ④21．8
9 災害 23．6 5．9
10行事・催物 ③40．0 13．8
11 文化・歴史 29．1 15．1



































1 もっと多くの民放番組を見たい ③38．6 ①69．0
2 NHKの衛星放送を見たい 18．2 ③42．3
3 きれいな画像で見たい ④27．3 ⑤33．9
4 身近な情報を得たい ②40．9 33．5
5 地域の様子や出来事を知りたい ①54．5 ②49．0
6 買い物年報を得たい 6．8 2．5
7 災害の情報を得たい ⑤25．0 ④36．8
8 画面に自分や知り合いが出るから 9ユ 4．2
9 多目的利用ができるから 13．6 12ユ
10有料（ペイ）チャンネルを見たいから 0．0 1．3






1 リクエストしたことがある 4．5 ②18．0
2 出演したことがある 4．5 7．9
3 インタビューを受けたことがある ③15．9 7．9
4 取材されたことがある ④13．6 ㊥0．5
5 画面に出たことがある ②20．5 ③｝6．7
6 投書や電話をしたことがある 6．8 3．8
7 ニュースを知らせたことがある 2．3 2．1
8 企画・制作したことがある α0 一
9 その他 2．3 0．0























1 リクエストしたい ②13．6 ②24．7
2 出演したい 2．3 3．8
3 インタビューを受けたい 2．3 0．4
4 取材されたい ③9．1 1．3
5 画面に出たい 2．3 0．8
6 投書や電話をしたい ③9ユ 5．4
7 ニュースを知らせたい 4．5 5．4
8 企画・制作したい 2．3 一9 その他 4．5 0．0




1 身近な情報の提供 ①50．9 ①41．4
2 地域住民の声の反映 9．1 ②19．2
3 地域の歴史や伝統の発掘 5．5 7．3
4 新しい地域文化づくり ②10．9 ③1L7
5 よりよいコミュニティの形成 3．6 5．4
6 住民のコミュニケーションの活発化 ②10。9 5．0
7 地域意識の強化 0．0 2．5
8 その他 0．0 04




1 もっと多くの民放番組を ③164 6．3
2 身近な情報をもっと多く ④！4．5 ②2L6
3 地域の情報をもっと多く ②！8．2 ①3L8
4 住民の参加をもっと積極的に ①20．0 ④10．9
5 映画・音楽をもっと多く 7．3 7．9
6 より多目的に ⑤10．9 ③エ1．3
7 その他 0．0 1．7





















































































































































































































































































































































1． 補助金・資金援助 ②54．7 ②59．7
2． 出力アップ ①82．1 ①91．0
3． 政策支援 ⑤24．8 ⑤22．4
4． 法規制の緩和 ③38．5 ③44．8
5． 優遇措置 ④27．4 ④29．9
6． その他 7．7 7．5
7． とくにない 6．0 1．5
制の緩和」は少なくなっている。（表3－1の
N。コミュニティ・メディアの課題
　コミュニティ・メディアは身近な情報や地域の情報
などのコミュニティ情報をきめ細かに、具体的に、ま
た臨機応変に提供するメディアである。現在、CATV
もコミュニティFM放送も、コミュニティ情報の提供
に力を入れている。コミュニティ・メディアの多くが
コミュニティ番組を設け、「行政」、「行事・催し物」、
「身近なこと」、「福祉」、「災害」、「教育」の情報を提
供している。また「文化」や「スポーツ」の情報も多
く、また、「教育」、「福祉」、「観光」の情報も多くな
っている。今後は、「医療・福祉」に関する情報、「教
育・文化」に関する情報を多く提供し、そしてまた、
外国人向けを放送する必要性が生じよう。
　コミュニティ・メディアはまた、災害情報を提供す
るのに大きな役割を果たしている。住民にとって必要
な情報として「災害」が多くあげられているように、
コミュニティ・メディアは災害情報の提供に力を入れ
ている。災害情報としては「災害発生情報」、「注意
報・警報」、「避難情報」、「復旧情報」、「被害情報」が
重視され、「復旧情報」としては、「水道・ガス・電気」、
「道路・交通状況」、「救助・救援二活動」、「飲料水の供
給」、「食糧の供給」が重視されている。
　そして、コミュニティ・メディアは、視聴者や聴取
者が番組に参加したり、また企画・制作する番組づく
りを行う「住民参加・参画」が可能なメディアである。
そして、コミュニティ住民において、「コミュニテ
ィ・メディアが住民の参加をもっと積極的に」という
声が多くあげられている。
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　しかし、現状では、CATVへの人々の参加経験の多
くは、「画面に出たことがある」、「インタビューを受
けたことがある」、「取材されたことがある」程度であ
り、また、「とくにない」人も多い。そして、参加希
望も「リクエストしたい」、「取材されたい」、「投書や
電話をしたい」という消極的なものにとどまっている。
そして、住民自ら番組を企画・制作する「パブリッ
ク・アクセス・チャンネル」を設けているCATVは少
数ケースとなっている。
　また、コミュニティFM放送においては、住民参加
は比較的活発になされているが、一般住民の場合は
「番組参加」、「情報提供」、「インタビュー」、「投書・
電話」が多い。そして、番組へのかかわりは、その多
くがアナウンサーやパーソナリティを地元から採用す
るとか、ボランティア団体や大学に委託ないしは番組
買い取りによるものとなっている。
　コミュニティ・メディアへの住民の積極的参加によ
って、住民間の相互的な情報伝達、情報交換、そして
情報発信が行なわれ、コミュニティ・コミュニケーシ
ョンが活発化されるようになる。さらに、コミュニテ
ィ・メディアはコミュニティ・アイデンティティを醸
成するのに役に立つ。コミュニティ・メディアの果た
す役割は何よりもコミュニティの活性化を生み出すこ
とである。
　しかし、現在のところ、コミュニティ・メディアの
地域社会への貢献としてあげられる事柄に「住民のコ
ミュニケーションの活発化」や「コミュニティの形成」
は必ずしも多くない。
　けれども、コミュニティ・メディアはコミュニテ
ィ・コミュニケーションを活発化することを通じてコ
ミュニティ文化の育成、コミュニティの形成を行うべ
きものである。そのためにも、コミュニティ・メディ
アの物的・入的条件の整備・拡充が緊急の課題となる。
　現在のところ、多くのコミュニティ・メディアが、
「加入者（聴取者）数が少ない」、「広告収入が少ない」、
「人件費、番組制作費、物件費がかかる」、「人手が不
足している」ことを訴えており、国に対しても「補助
金・資金援助」を強く要望している。
　コミュニティ・メディアが自らに課す今後の課題
は、このような物的・人的条件を十分整えたうえで、
行政、地域産業、地域文化・教育、地域医療・福祉な
どの情報の効果的な提供をどのように推進していくの
か＼また、災害時における情報の十分な収集・伝達を
いかに行うのか、そして、コミュニティ・メディアへ
の住民の積極的参加・参画をどのように支援していく
のかということであろう。
　　　　　　　　　　注
1）全国のCATV施設580に対して、平成16年（2004年）
　10月に調査票を用いた郵送法によるアンケート調査を
　実施。回収数は310、回収率は53。4％であった。船津：
　衛ほか『CATVの現状と将来像に関する調査2004』
　　（東洋大学21世紀ヒューマン・インタラクション・リ
　サーチセンター調査研究報告書）平成17年3月、参
　照。
2）一関市民300に対して、平成17年（2005年）11月に調
　査票の戸別配布、郵送回収によるアンケート調査を実
　施。回収数は55、回収率は18．3％であった。船津：衛＝
　『コミュニティ・メディアとしてのCATVの現状と課
　題』（放送大学特別研究報告書）平成18年12月、参照。
3）一関テレビ視聴者300に対して、昭和63年（ユ988年）
　！1月に調査票を用いた面接調査を実施。回収数は237、
　回収率は79．7％であった。船津　衛ほか「東北地方に
　おける地域情報化と地域メディアの課題」『東北大学
　　日本文化研究所研究報告』別巻、26、39－61頁、参照。
4）全国のコミュニティFM放送局183に対して、平成18
　年（2006年）8月～9月に調査票の郵送によるアンケ
　ート調査を実施。回収数は117、回収率は63．9％であ
　つた。船津　衛『コミュニティ・メディアとしてのコ
　　ミュニティFM放送の現状と課題』（放送大学特別研
　究報告書）平成18年12月、参照。
5）全国のコミュニティFM放送局103に対して、平成10
　年（！998年）8月～9月に調査票の郵送によるアンケ
　ート調査を実施。回収数は67、圓収率は65．0％であっ
　た。船津衛『災害時におけるコミュニティFM放送
　の課題』（文部省科学研究費報告書）平成！0年12月、
　参照。
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